
外国の子どもたちと We Are The World を歌いたい 
◎グループ名 
  小松市立芦城小学校 6 年生 
 
◎夢の内容 
  外国の子どもたちと We Are The World を歌いたい 
 
◎夢の理由 

世界で様々な問題が起こっている今、世界の色々な国の人たちと手をつなぎ心をひとつにして 
We Are The World を歌うことで世界平和を訴えたい。 
 

◎事業の内容 
 小松市中心商店街まちなかイベントでの屋外コンサートや国際交流協会とクリスマスパーティ 
を共催し、留学生や在留外国人の方々と交流したり、We Are The World を大合唱したりして、 
その夢を実現させる。 
 

◎経過（子どもたちとサポーターの主な活動の様子） 

月 日 区 分 活 動 内 容 

７月２５日 

 

 

第１回実行委員会 

（実行委員会の発足）   

 

・事業計画の説明 

・今後の計画の打ち合わせ 

・担当者の決定 

８月２０日 

 

小松市国際交流協会と打ち合わせ 

（こまつ NPOセンター） 

・夢の実現の形について 

・Xmas パーティの共催について 

９月～１２月 

 

 

 

 

夢の実現に向けての学習 

（総合的な学習・外国語活動・音楽）

 

 

 

・We Are The World が作られた背景 

・歌詞の意味 ・現在の世界の状況 

・歌練習（中田理恵さん指導）   

・交流可能な外国人の国について 

・コンサートの計画 

１０月～１月 

 

 

実行委員会 

  第２回 10/18 第３回 11/21

第４回 12/11 第５回 1/15 

・コンサート、Xmas パーティの計画 

・衣装の計画 ・広報活動の計画 

・国際交流協会との連携計画 

１０月２９日 

 

小松市児童音楽会参加 

 （小松市公会堂） 

・小松市小学校文化連盟主催の音楽会への参加 

１２月１４日 

 

 

国際交流ミニコンサート 

 （八日市町アーケード） 

外国人との交流会 

 （小松市中心商店街・芦城小学校）

国際交流 Xmas パーティ 

 （サイエンスヒルズこまつ） 

・金沢大学・北陸先端大学院大学留学生 

 バングラデシュ大学生を迎えて 

・こまつ町家めぐり、曳山交流館見学 

茶道体験 ・利き茶体験 ・学校案内 など 

・小松市国際交流協会との共催 

 参加者全員で We Are The World の大合唱 

 １月１９日 第１６回子どもﾄﾞﾘｰﾑﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ 

（県立音楽堂邦楽ホール） 

・夢の実現報告会への参加 

 
◎役割分担 

◇ 児童 
 ・発表に向けての学習および練習 
 ・広報活動 
 ・発表 

◇ サポーター 
 ・広報活動 ・児童引率 ・衣装 ・会計 
 ・記録（写真・ビデオ） ・国際交流協会との連携 
 ・ゴスペル指導 

 
☆ドリームサポーター 
 ・ゴスペル指導：中田理恵さん、山本千冬さん（VOX OF JOY） 
 ・小松市国際交流協会  ・能美市国際交流協会  ・ドリームフェスティバル実行委員 
 ・芦城小学校校長、教頭、教務担当、６年学級担任 
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命の重さはみんな平等であるはず　でも世界の現状はそうではないからこそ
この歌でメッセージを伝えよう　１人の夢が６年生全員の夢となり、心をひとつに　世界へ届け!!　
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命の重さはみんな平等であるはず　でも世界の現状はそうではないからこそ
この歌でメッセージを伝えよう　１人の夢が６年生全員の夢となり、心をひとつに　世界へ届け!!　

旧校舎での思い出をモザイクアートで残したい 
◎グループ名 

七尾市立小丸山小学校 ５年生 

◎夢の内容 

旧校舎の写真をたくさん集めたモザイクアートを作り、完成した新校舎に、旧校舎での思い出を残したい。 

◎夢の理由 

２０１３年１２月に小丸山小学校の新校舎が完成しました。新校舎での生活はとても楽しみですが、これまで過

ごしてきた旧校舎がなくなってしまうと思うと、とても残念でした。そこで、旧校舎での思い出を新校舎にも残

しておきたいと考えました。 

◎夢の内容 

小丸山小学校旧校舎での思い出の写真をたくさん集めて 1 枚の大きなモザイクアートを作る。そして、完成した

モザイクアートを新校舎に飾る。  

◎経過 

月 日 区 分 活 動 内 容 

６月 ・実行委員会の組織 ・活動計画を作成 

・旧校舎の写真を集める（～１１月まで） 

７月 ・ドリームサポーターの決定 

（北陸学院中学・高校 芳養先生・近藤先生）

・事業説明会 

・モザイクアート作成に関する資料・情報集め 

・ドリームサポーターの依頼 

・児童にドリームフェスティバルとモザイクアートに

ついての説明 

９月 ・ドリームサポーターとの打ち合わせ ・作成するモザイクアートの種類・大きさなどを相談

１０月 ・ドリームサポーターとの打ち合わせ 

・モザイクアートについて 

（講師 芳養先生・近藤先生） 

・小丸山小学校に来ていただく日程の相談・確認 

・小丸山小学校で芳養先生・近藤先生がこれまで作ら

れてきたモザイクアートを紹介してもらう。 

・モザイクアート作成に関するアドバイスをいただく。

１１月 ・練習の写真モザイクを作成 

・練習のドットモザイクを作成 

・練習用の紙で写真モザイクとドットモザイクを作成

１２月 ・ドットモザイクについて 

（講師 芳養先生） 

・写真モザイク完成 

・ドットモザイク完成 

・芳養先生からきれいなドットモザイクを作るための

アドバイスをいただく。 

・本番の写真モザイクを作成 

・本番のドットモザイクを作成 

１月 ・小丸山小学校で発表会 

・ドリームフェスティバル発表会 

・小丸山小学校にてモザイクアートの発表会 

◎役割分担 

◇児童 

旧校舎の写真撮影・写真モザイクの作成・ドットモザイ

クの作成・発表準備・発表・その他作業 

◇サポータ－ 

講師依頼・発表用プレゼンの作成・発表補助 

 

 

 

☆ドリームサポーター 

北陸学院中学・高校 芳養先生・近藤先生 小丸山小学校職員 
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モザイクアート
完成までの軌跡

私たちが今まで生活してきた旧校舎
がなくなってしまうのはさびしいな。

私たちが今まで生活してきた旧校舎
がなくなってしまうのはさびしいな。

いろんな所にたくさんの思い出がつ
まっているね。

２０１３年１２月七尾市立小丸山小学校新校舎
が完成しました。それにともなって旧校舎は解

体されることに・・・

みんなの思い出がたくさんつまった旧校舎の姿
をモザイクアートにして新校舎に飾ろう！！
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近藤先生・芳養先生来校

モザイクアートを作ろう�

キリストの絵は芳養先生が中学生と一緒に
作ったモザイクアート！！なんと色のついたつ
まようじでできているんです。

モザイクアートの作り方なんて全然知らなかった
私たち・・・そこで金沢で大壁画をたくさん作られ
ている芳養（はや）先生と近藤先生にモザイク
アートについて教えてもらいました！！

芳養先生・近藤先生から教えていただいたこ
とを参考にしてモザイクアート作りがスター
ト！！みんなで協力してがんばろう！！

芳養先生と近藤先生からモザイクアートの種
類や作り方を詳しく教えていただきました。

ドットモザイクは、もの
すごい数のドットを丁寧
にぬらないとだめだから
大変だったね。

きれいなモザ
イクアートがで
きるといいね。
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小丸山小学校で発表会

ドリームフェスティバル
発表会

たくさんのお客さんがいてと
ても緊張したドリームフェス
ティバル発表会。練習の成果
を発揮して、これまでに私た
ちが活動してきたことを堂々
と素晴らしい声で発表するこ
とができました！！

小丸山小学校新校舎で発表
会を行いました。４年生や６
年生、そしてたくさんのお家
の方に私たちが作ったモザイ
クアートを見てもらいました。

私たちのモザイクアートを
たくさんの人に見てもらおう！！

芳養先生も発表の会場に来
てくださいました。

みんなから「すごいなぁ」
という感想をもらうことも
できて、発表会は大成
功！！
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失敗して、大変なこともあったけど、み
んなで協力してすばらしい作品を作る
ことができました。作品はたて２ｍ横５
ｍもある大壁画！！

ドットモザイクの色
ぬりは小さいドット
を丁寧に何個も
ぬってとても大変
でした。

本当にありがとうございました！！

５年生全員のがんばりとたくさんの方の
協力のおかげでモザイクアートを完成さ

せることができました。

小丸山小学校新校舎にこの壁画が何
年も残って、みんなに旧校舎のことを
思い出してもらえるといいね！！
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ぼくは、写真で旧校舎の絵なん
かできるのかなぁとはじめは思っ
ていました。けど、先生にしっか
りパソコンで解析してもらってよ
うやく旧校舎の写真ができたの
でとてもうれしかったです。こうし
た経験ができてとてもうれしいで
す。これからも、新校舎にずっと
残ってほしいと思っています。

私が、一番心に残っているのは、
モザイクアートが完成した時です。
私は、ドットをぬったり、やりなお
したりしてとても時間をかけて、
出来た瞬間、なぜか一気に力が
ぬけてしまいました。このモザイ
クアートという経験はきっと一生
忘れないと思います。このモザイ
クアートを小丸山小学校に大切
に残していってほしいと思います。

私は、ドットモザイクの色をぬる
のが好きでした。なので毎週金
曜にした総合の時間はとても楽
しかったです。写真モザイクは枚
数が多いので大変でした。完成
した時は、近くで見るとあまりよく
わからなかったけれど、遠くから
見ると、はっきりしたモザイク
アートに見えました。がんばった
のでまだ見ていない人がいたら
紹介したいです。

モザイクアートを作る前の説明
では、モザイクアートはとても大
きいものでこれが完成するとど
んなものになるのか、とても楽し
みでした。完成して、モザイクを
遠くから見ると、本物の大きい写
真みたいで感動しました。作って
いる時はみんなで協力して作っ
たので、モザイクが完成してとて
もうれしかったです。ほかにも
がんばってよかったです。

最初は、色をぬるドットモザイク
に挑戦しました。手がだんだん
疲れてきました。次に写真をはっ
ていく写真モザイクをしました。
やってみたら案外楽でした。本
当のドットモザイクも完成し発表
する時もちゃんとできてよかった
です。芳養先生のおかげです。
ドットモザイクや写真モザイクを
教えてくれてありがとうございま
した。

どうしてこんな写真を撮るんだろ
うと思いながら写真を撮っていた
日から３，４カ月後には、思い出
がたくさん詰まった旧校舎の正
面が浮かび上がり、とってもうれ
しかったし、楽しかったです。モ
ザイクアートを教えてくださった
芳養先生と近藤先生ありがとう
ございました。

モザイクアートで、一番大変だっ
たことは、とても小さいドットをぬ
ることでした。でも一枚おわらせ
ると達成感があってとてもうれし
かったです。友だちと一緒にや
るとすぐに一枚が仕上がりまし
た。また、モザイクアートやいろ
いろなアートに取り組み、金沢で
夢の発表したいです。

ぼくは、モザイクアートの紙がす
べてそろって完成したときが一
番うれしかったです。でも、作る
途中で失敗があっていろいろ注
意されてつらかったこともありま
した。でも、この完成したアートを
見て、作っていた時間はむだで
はなく、最後には大作ができた
のでやってきて本当によかった
と思います。

たくさんのドットをぬったことが大
変でした。私はモザイクアートが
初めてだったので、楽しかったで
す。モザイクアートと聞いたとき
はどんな感じかなとワクワクして
いました。学校でモザイクアート
が体験できるとは思いませんで
した。またモザイクアートの経験
ができたらうれしいです。

モザイクアートを終えて ･･･



石川県のツバメの歌をつくりたい 
◎グループ名 

 中海ＫＩＤＳ23 （小松市立中海小学校６年１組） 

 

◎夢の内容 

６年生で石川県のツバメの歌を作り、ステージで大勢の前で歌いたい。 

 

◎夢の理由 

学校では毎年５月に、６年生が「ふるさとのツバメ調査」に参加します。ツバメ学習会に来て

くれた先生から韓国にはツバメの歌があるということを教えてもらい、石川県でも同じように歌

があったらいいと、自分たちでツバメの歌を作りたいと思いました。 

 

◎事業の内容 

クラスのみんなで歌詞やメロディーを考えて、ツバメの歌が完成しました。とても明るくて元

気な歌になったので、たくさんの人に聞いてもらい、みんなにも一緒に歌ってもらいたいです。  

 

◎経過（子どもたちとサポーターの主な活動の様子） 

月 日 区分 活動内容 

 ７月 実行委員会組織 事業計画と打ち合わせ 

８月～10 月 ツバメの歌の作詞・作曲 グループごとに歌詞やメロディーのアイ

デア出し 

９月 衣装きめ ツバメのマークをデザイン 

 10 月 

  

 

伴奏楽譜作成 

発表内容の検討 

練習  

プレゼン資料作成 

 

 

11 月３日 地域の文化祭（フェスタ中海） 地域の方の前で発表 

11 月 16 日 学習発表会(表現会) 中海小全校児童の前で発表 

～12 月 

 

発表準備 ＣＤ作成 

 

プレゼン・原稿作成   

ＣＤ録音 ＣＤデザイン 

12 月 8 日 打ち合わせ 県立音楽堂下見 スタッフと打ち合わせ 

１月 19 日 ドリームフェスティバル 県立音楽堂邦楽ホールで夢の成果発表 

 

◎役割分担 

◇児童 

ツバメ調査 歌作り 歌・プレゼン練習、発表

◇サポーター  

活動補助 会計 記録 引率 ステージ裏方他 

 

☆ドリームサポーター 

中海小学校６年ＰＴＡ 
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石川県のツバメの歌をつくりたい

５月９日 ツバメ調査  

地域をまわって、ツバメの数や巣の数を調

べました。朝早くから、戸をあけてツバメが

出入りできるようにしている家や、カラスか

らひなを守ったりしている家もありました。

調査をして、中海でツバメを歓迎している人

が多いなあと、感じました。 

今年は 大人のツバメが１０８羽 今使

われている巣が１３５個ありました。 

５月22日 ツバメ学習会 

ツバメの成長や生活の様子

などを詳しく教えていただき

ました。となりの国、韓国で

もつばめ調査をしていて、ツ

バメの歌があることを聞きま

した。 

わたし達も、ツバメの歌を

つくって、歌いたいと思いま

した 

－ 16－



 

ツバメの歌    

中海キッズ２３

南の国からやってきて 風のように飛んで来る 

ふるさとに春を知らせに飛んでくる 

今年もしっかり巣をつくり ヒナのためにエサをとり 

新しい命をつないでる 

 

それはツバメ あれはツバメ 

コシアカツバメにイワツバメ 

みんな元気に飛んでいる 

 

秋になるとだんだんと 子どもたちも成長し 

南へと帰る準備をしはじめる 

またみんなでね この場所に もどってくると約束し 

南の国へとかえってく 

 

それはツバメ あれはツバメ 

コシアカツバメにイワツバメ 

みんな元気に羽ばたいていく 

  

寒い冬は暖かな 南の島でやすんでる 

ふるさとに帰るためにやすんでる 

太陽の光をあびて 飛び立つ時を待っている   

みんなの町へと もどるため 

 

それはツバメ あれはツバメ 

コシアカツバメにイワツバメ 

みんな元気にもどるため 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ツバメの歌 完成！

 グループでいろいろ言葉を出し合って歌詞を作ったり、歌いやすいようにメロディ

ーを考えたりしながら、曲が完成しました。 
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１１月３日 フェスタ中海 

 

    

     

 
 

 

 

１１月１６日 表現会 

 

たくさんの人に聞いてほしい！

学校の学習発表会や町の文化祭で歌って、大勢の人に聞いてもらいました。メロディー

11月17日北國新聞（北國新聞社　承諾済）

を覚えて、一緒に歌ってくれる人もいました。 
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初めての 

レコーディング 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分たちでつくった歌を自分たちで歌い、ＣＤをつくりました。ＣＤもみんなでアイデ

アを出し合ってデザインしました。 

ドリームフェステイバルにむけて 

・練習の成果を発揮し、みんなの心

に残るような歌を届けたい！ 

・大きな声で、みんなに聞きやすい

ように話したい！ 

・大舞台でツバメの歌を歌うのが楽

しみだ！ 

・一生懸命練習してきたので心を込

めて歌う。 
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～夢の成果 発表～ 
１．１９ドリームフェスティバル 

みんなで協力して練習に取り組み、

クラスのまとまりを感じることができ

た。ドリームフェステｨバルでは練習の

成果を発揮することができたと思う。

サビの高音の部分は十分ではなかった

けど、みんなの夢が実現できた。  保護者のみなさん、サポート 

ありがとうございました。 
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みんなで源平の戦いを表現し、刈安の伝統を舞台で伝えたい 
◎ グループ名 

津幡町立刈安小学校 

◎ 夢の内容 

みんなで源平の戦いを表現し、刈安の伝統を舞台で伝えたい。 

◎ 夢の理由 

自分たちの住む刈安地区には、源氏と平家が戦った倶利伽羅古戦場がある。刈安小学校には、源平の

戦いをもとにした「倶利伽羅峠の歌」があり、歌い継がれてきた。それらを題材にした劇を全校で演

じ、みんなの気持ちをつなげるとともに、地域に伝え、よき思い出としたい。 

◎ 事業の内容 

夢実現のために、地域のことを再学習する。舞台で演じるための技術を学ぶ。自己実現のため自分と

どう向き合うかを学ぶ。自分たちの手で劇化し、地域の方に発表する。 

◎ 経過 

月 日 区 分 活動内容 

７月３日 実行委員会発足 事業計画、事業日程の決定 

７月４日 

～８月１３日 

源氏太鼓・倶利伽羅

峠の歌練習 

倶利伽羅太神楽保存会による源氏太鼓（刈安コミュニティ）

と倶利伽羅峠の歌の練習（刈安小学校体育館） 

８月１４日 寺尾祭り 源氏太鼓・倶利伽羅太神楽演奏・倶利伽羅峠の歌を披露（刈

安小学校グラウンド） 

９月～１２月 脚本作り、練習 学習したことを生かし作成した。（刈安小学校） 

１０月９日、

２５日 

声楽家による発声レ

ッスン 

声楽家の方を招き、発声の仕方や舞台での見せ方などを学習

（刈安小学校音楽室） 

１１月２日 収穫感謝祭 地域の方に披露（刈安コミュニティ） 

１１月２２日 「 倶 利 伽 羅 峠 の 戦

い」のお話を聞く会 

 

津幡町ふるさと探偵団（観光ボランティア）の方を講師に、

木曽義仲の人物像、歴史、史跡などを学習。松尾芭蕉や芥川

龍之介が木曽義仲に傾倒していたことを知り、脚本にその旨

取り入れた。（刈安小学校） 

１２月６日 夢を追い続けている

方のお話会 

夢実現の努力のキーワードは「手本、基礎基本、全力」。世界

新をめざす陸上選手のお話を聞く。（刈安小） 

１２月１１日 国際理解教室 イギリスの方に披露（刈安小ワークスペース） 

１２月１９日 地域での発表 お年寄りに劇を披露（特別養護老人施設 ふぃらーじゅ） 

１月１６日 ２校交流で発表 笠野小の人に劇を披露（刈安小学校体育館） 

１月１９日 第１６回子どもドリ

ームフェスティバル 

県立音楽堂邦楽ホールで夢の成果発表 

１月２５日 

 

刈安地区講演会 

  

地域の方に劇を披露し、ドリームフェスティバルの報告 

（刈安コミュニティ） 

３月２日 津幡町公民館大会 アトラクションで発表（津幡町シグナス） 

◎ 役割分担 

◇子どもたち 

 脚本、劇、歌、衣装、舞台 

◇サポーター 

 学習会、活動補助、会計 

◇ドリームサポーター 

 実行委員会 
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 夢実現への軌跡 
① 倶利伽羅峠の戦い、木曽義仲のお話 

② 声楽家による発声練習と舞台のお話 

③ アスリートによる夢実現へのお話 

 

④ 脚本を作る。道具を作る。 

⑤ 読み合わせをして、動きを作る。 

⑥ 全員で動きを合わせ、作品にする。 

夢実現のために、学びを生かしました。

学ぶ 

① 津幡町ふるさと探偵団の桑江朝英さんに、木曽 

義仲の人物像、歴史、史跡などを教えていただき

ました。松尾芭蕉や芥川龍之介が木曽義仲に傾倒

していたことを知り、脚本にとり入れました。 

☆木曽義仲は倶利伽羅山の地形をよく知っていた

から「火牛の計」という作戦を思いついたとわかりま

した。（雅斗）  １１月２２日 

② 金沢市在住の声楽家、香田裕泰先生に発声法を

学びました。ドイツの劇場でオペラの舞台に立っ

ていた経験をもと指導していただきました。 

 ☆香田先生は、みぞおちを動かせることや、表情を

明るくすることを教えてくださったので、本番ではそれ

を生かしたいです。（海斗） １０月９日、２５日 

③ かほく市在住で、3000mSC のアジア記録

をもち、世界新記録をめざしている末吉眞規子

先生に、夢実現のためのお話を聞きました。「お

手本をもつ」「基礎基本を大切にする」「手を抜

かない」をキーワードとすることが大切です。

☆ぼくも、まきこ先生のように、あきらめず、努力を

続けたいと思います。（琳太）  １２月６日 

作る 

６年生の室崎さんが応募して選ばれた夢を、みんなで実現するにあたって、６年生は次のように

役割を決めました。室崎さんはストーリーを進行する役を選びました。西藤さんは先輩の脚本を参

考に、台本を作りました。泉野さんは、主役の木曽義仲を演じることにしました。全校 18 人全員

で、刈安地区の伝統を表現し演じきるために、たくさんの発表の場を作りました。 
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をもち、世界新記録をめざしている末吉眞規子

先生に、夢実現のためのお話を聞きました。「お

手本をもつ」「基礎基本を大切にする」「手を抜

かない」をキーワードとすることが大切です。

☆ぼくも、まきこ先生のように、あきらめず、努力を

続けたいと思います。（琳太）  １２月６日 

作る 

６年生の室崎さんが応募して選ばれた夢を、みんなで実現するにあたって、６年生は次のように

役割を決めました。室崎さんはストーリーを進行する役を選びました。西藤さんは先輩の脚本を参

考に、台本を作りました。泉野さんは、主役の木曽義仲を演じることにしました。全校 18 人全員

で、刈安地区の伝統を表現し演じきるために、たくさんの発表の場を作りました。 

－ 23－



－ 24－

 

 

夢実現への軌跡 
⑦ 寺尾祭り    ⑧収穫感謝祭 

⑨ 国際理解教室  ⑩ふぃらーじゅ 

⑪ ２校交流(笠野小と) ⑫刈安地区講演会 

⑬ 津幡町公民館大会（３月２日シグナス） 

演じる 

伝える 

⑦ 寺尾祭り ８月１４日 

☆源氏太鼓の披露はアドリブ

も入れて、おおらかに大きく

たたくことができました。地

域の人が集まる中で緊張し

ました。（蓮） 

⑧ 収穫感謝祭 １１月２日 

☆少しきんちょうしたけれど、お年寄りの

人たちに、僕たちの言葉が伝わったと思

いました。くりから峠の歌は、練習のと

きよりも倍の声で歌うことができたので

よかったです。（健太） 

⑨ 国際交流教室 12 月 11 日 

☆最初、ビクターさんにみていただい

た「倶利伽羅峠の劇」は、少し緊張

しました。しかし、最後までやり切

ることができたのでよかったです。

（卓矢） 

⑩ ふぃらーじゅ １２月１９日 

☆いつもより大きな声で堂々と歌えました。

それは、みんなが心を一つにして合わせて

歌えたからだと思います。（桜華） 

⑫ 刈安地区講演会 1 月２５日 

☆会場に入るとなんだかどきどきしてきました。でも、全員で心を一つにして歌

うことができました。地域の方々に観てもらえてよかったです。（杏実） 

☆みんなで大きな声を出して歌ったので、お客さんも感心して聞いてくださいま

した。私の演奏するベルリラも、みんなの歌でひっぱってもらいました。（愛麗） 

何度も演じ、伝え続けました。
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も入れて、おおらかに大きく

たたくことができました。地

域の人が集まる中で緊張し

ました。（蓮） 
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☆少しきんちょうしたけれど、お年寄りの

人たちに、僕たちの言葉が伝わったと思

いました。くりから峠の歌は、練習のと

きよりも倍の声で歌うことができたので

よかったです。（健太） 

⑨ 国際交流教室 12 月 11 日 

☆最初、ビクターさんにみていただい

た「倶利伽羅峠の劇」は、少し緊張

しました。しかし、最後までやり切

ることができたのでよかったです。

（卓矢） 

⑩ ふぃらーじゅ １２月１９日 

☆いつもより大きな声で堂々と歌えました。

それは、みんなが心を一つにして合わせて

歌えたからだと思います。（桜華） 

⑫ 刈安地区講演会 1 月２５日 

☆会場に入るとなんだかどきどきしてきました。でも、全員で心を一つにして歌

うことができました。地域の方々に観てもらえてよかったです。（杏実） 

☆みんなで大きな声を出して歌ったので、お客さんも感心して聞いてくださいま
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何度も演じ、伝え続けました。



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

夢の舞台発表 
石川県立音楽堂邦楽ホール １月１９日（日）

☆ 台本作りや練習の監督を６年

生がしてくれたので、夢の発表

が成功したんだと思います。地

域の人たちにもっと成長してい

る姿を見せたいです。（琳太） 

☆ 今までしてきたことや先生方

からのアドバイスを意識してセ

リフを言うと、他の人たちに負

けないくらい大きな声が出まし

た。楽しい思い出になりました。

（海斗） 

☆ すごく緊張しました。観てくだ

さる方に、いい劇を観せることが

できました。（健太） 

☆ とても緊張したけれど、楽しん

でもらえてよかったです。（雅斗）

☆ 本番まで、みんなで合わせて練

習し、２、３、４年生にも教えて

いきました。地域で披露した時

は、お客さんも感心して観てくだ

さいました。（愛麗） 

☆「大きく、ゆっくり、はっきり」

の３つのポイントを大切にして、

自分の言葉を言えました。今日

は、大成功しました。（杏実） 

☆本番では、みんな声を出して、

自分の役になりきっていました。

私は、今日の貴重な舞台で経験し

たことを生かして、来年度、低学

年や地域の人をまとめてひっぱ

っていきたいです。（桜華） 

☆本番は、心臓がバクバクいって

はれつしそうでした。100%出しき

ったのでよかったです。（蓮） 

☆演じていくと緊張はなくなって

いきました。みんなで助け合って

できたのでよかったです。（卓矢）－ 26－
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カポエイラというブラジル文化をたくさんの人に見てもらいたい、知ってもらいたい 
 

◎グループ名 

  ゲトカポエイラキッズ 

◎夢の内容 

  たくさんのイベントに出演し、カポエイラという格闘技とダンスが融合されたブラジルの文化をたくさんの

人に見てもらうこと。 

◎夢の理由 

  カポエイラの知名度は、サッカーやバスケ、空手などに比べてまだまだ低い。しかしカポエイラという素晴

らしい文化を、たくさんの人に知ってもらい、仲間を増やしたいと思ったから。 

◎事業の内容 

  仲間を増やす為にも、たくさんのイベントや交流会に参加し、たくさんの人に見てもらう。 

◎経過（子どもたちとサポーターの主な活動の様子） 

月日 区分 活動内容 

７月 実行委員会の組織作り 計画の細案・役割分担の打ち合わせ 

７月～10 月 練習 週２回の練習でカポエイラの基本的な動きを身につけ、

楽器練習をした。 

イベントが近づくとその度に構成を変えてショーの振

り付けを練習した。 

７月 20 日 

～7 月 21 日 

東京遠征 ① 六本木ヒルズ キッズパークにてワークショップを

行った。 

② 代々木公園にてブラジルフェスタ 2013 に参加した。

8 月 3 日 もく遊りんイベント カポエイラを披露した。 

8 月 10 日 近江町いちば館イベント カポエイラを披露した。 

8 月 18 日 GUETO CAPOEIRA BATIZADO 2013

 

金沢市民芸術村パフォーミングスクエアにて昇段式と

様々なブラジル文化の披露をした。 

10 月 19 日 武蔵山海祭り カポエイラを披露した。 

10 月 26 日 鳥越中学の生徒たちとの交流会 鳥越中学校にて生徒達と一緒にカポエイラを楽しんだ。

10 月 27 日 安原公民館文化祭 カポエイラを披露した。 

10 月 27 日 子育て支援メッセいしかわ 2013 石川産業展示館内ステージでたくさんの子どもたちに

カポエイラを見てもらい、夢を実現した。 

11 月～12 月 練習 週２回の練習でカポエイラの基本的な動きを身につけ、

楽器練習をした。 

1 月 19 日 第 16 回子どもドリームフェスティ

バル 2014 

県立音楽堂邦楽ホールにて、さらにたくさんの子どもた

ちにカポエイラを披露し、夢を実現した。 

◎役割分担 

子どもたち 

 カポエイラ練習・カポエイラ披露 

サポーター 

活動補助（衣装作成）・引率・ステージ裏方他 

 

ドリームサポーター 

 池崎雄一先生・若岡満先生（カポエイラ指導） 水橋一彰先生（衣装デザイン） 
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